














有明海における透明度上昇と赤潮発生（第 2 章） 
有明海における 1975～2004 年度までの 30 年間の浅海定線データを解析し、熊本県の湾
















費及び DIN:DIP 比の上昇が認められた。筑後大堰完成以降の 27 年間の栄養塩年流下量推定













sp. aff. shikokuense の大陸棚域における出現状況を調べた結果、特に夏季（6 月）の亜表層で
高密度に出現する場合があり（最高 15293 cells/mL）、2004 年以降の航海毎の最大出現密度
に有意な増加傾向が認められること（Kendall の順位相関、p<0.01）が明らかとなった。 
 
以上、本研究では、有明海及び東シナ海における継続的なモニタリング調査データを総
合的に解析することにより、河口及びその周辺海域における栄養塩環境や光環境の長期変
動実態を明らかにした。さらに、これまで知見が極めて少なかった河川からの負荷変動と、
海域における赤潮発生や植物プランクトン優占種の推移との関連について解析を行い、近
年の有明海奥部海域における赤潮頻発の原因として、冬季には透明度上昇による光制限の
緩和が、夏季には再生生産の増大が関与していることを指摘した。東シナ海では、出水期
の北部大陸棚域表層で近年リン濃度が顕著に減少しており、三峡ダム建設との関連が推察
されること、植物プランクトン増殖に対するリン制限が強化されたことに伴い、渦鞭毛藻
類の優占化が進行していることを指摘した。これらは、海洋環境や河川からの負荷変動に
対する植物プランクトン生態系の応答に関する新たな知見であり、沿岸域の生態系保全に
関わる基礎的な情報としてきわめて有用と考えられる。 
